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一 
 

伝
承
芸
能 

 
 
 

と
古
代
の
道 

 

（公
財
）古
都
飛
鳥
保
存
財
団 

常
務
理
事 

小
川
陽
一 

あ
れ
か
ら
二
年
の
歳
月
が
経
ち

ま
し
た
。
あ
れ
と
は
、
「
伝
承
あ
す

か
」
第
十
二
号
で
も
報
告
さ
れ
た

東
京
国
立
博
物
館
で
の
「キ
ト
ラ
古

墳
壁
画
」
の
特
別
公
開
の
こ
と
で
す

村
主
催
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
飛
鳥
―

キ
ト
ラ

2016

」
が
公
開
期
間
中
に

催
さ
れ
、
伝
承
芸
能
保
存
会
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
明
日
香
村
の

伝
承
芸
能
の
魅
力
が
上
野
の
「
文

化
の
森
」
か
ら
広
く
全
国
に
発
信

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
二
〇
一
六
年

が
到
来
し
、
明
日
香
村
は
村
政
六

十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

去
る
四
月
四
日
に
は
、
当
地
へ
の

今
上
天
皇
皇

后
両
陛
下
の

行
幸
啓
を
賜

り
、
高
松
塚

古
墳
～
高
松

塚
壁
画
館
、

歴
史
公
園
館

な
ど
を
ご
覧

い
た
だ
く
と
い
う
栄
誉
に
も
浴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
の
秋
に
は
、
国
営
飛
鳥
歴

史
公
園
の
キ
ト
ラ
古
墳
周
辺
地
区

が
い
よ
い
よ
開
園
の
運
び
と
な
り
ま

す
。
体
験
的
歴
史
学
習
が
テ
ー
マ

と
さ
れ
、
「
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
体
験

館 

四
神
の
館
」
が
そ
の
中
核
施
設

と
な
り
ま
す
。
ま
た
平
田
阿
部
山

線
の
反
対
側
に
は
「
四
神
の
広
場
」

が
整
備
さ
れ
、
檜
前
寺
跡
の
方
向
へ

ゆ
る
や
か
に
園
路
で
つ
な
が
って
い
き

ま
す
。
開
園
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、

保
存
会
の
皆
様
に
よ
り
伝
承
芸
能

が
ご
披
露
さ
れ
る
予
定
と
側
聞
し

て
い
ま
す
。 

キ
ト
ラ
古
墳
周
辺
地
区
の
開
園

に
よ
り
、
歴
史
公
園
の
飛
鳥
区
域

は
、
位
置
的
に
も
重
要
な
五
つ
の
地

区
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
飛
鳥
探
訪
、
「
歴
史
」
や
「
農
」

の
体
験
、
伝
承
芸
能
の
保
存
・
創
造

ま
た
「
文
化
の
里
」
飛
鳥
か
ら
の
情

報
発
信
等
の
拠
点
と
し
て
、
村
内

外
の
多
く
の
方
々
に
よ
り
、
歴
史

公
園
の
各
地
区
が
親
し
ま
れ
て
い

く
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。
国
営

飛
鳥
・
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
と
し

て
の
拡
大
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

平
城
宮
跡
区
域
の
一
期
開
園
も
近

づ
い
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
六
年
と
い
う
こ
の
節
目

を
機
会
に
、
飛
鳥
周
辺
の
古
代
の

道
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
現
地
で

表
示
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

今
風
に
い
え
ば
「
古
道
の
見
え
る

化
」
で
す
。
土
地
勘
の
な
い
方
々
に

も
、
主
な
古
道
の
名
称
・
ル
ー
ト
、

現
在
地
や
周
遊
コ
ー
ス
と
の
関
係
な

ど
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。 

史
跡
や
古
道
を
組
み
込
ん
だ
周

遊
コ
ー
ス
に
は
「
愛
称
」
が
ほ
し
い
も

の
で
す
。
高
松
塚
と
キ
ト
ラ
の
両
古

墳
を
結
ぶ
コ
ー
ス
は
、
「
四
神
の
道
」

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
接
続
す
る
形

で
中
尾
山
古
墳
～
天
武
・
持
統
天

皇
陵
～
牽
牛
子
塚
古
墳
と
い
う

「
八
角
墳
の
道
」
も
考
え
ら
れ
ま
す

飛
鳥
寺
の
西
側
か
ら
、
飛
鳥
京
跡

苑
池
、
石
舞
台
古
墳
、
祝
戸
周
辺

稲
渕
の
棚
田
を
経
て
、
南
淵
請
安

の
墓
や
「
八
幡
だ
ぶ
」
に
至
る
飛
鳥

川
沿
い
の
コ
ー
ス
は
、
「
雨
乞
い
と
蹴

鞠
の
道
」
と
い
う
の
が
よ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
保
存
会
の
皆
様
の
ご
推

奨
が
得
ら
れ
れ
ば
、
「
雨
乞
い
」
や

「
蹴
鞠
」
の
マ
ー
ク
、
方
向
や
距
離
の

表
示
な
ど
を
各
要
所
の
路
面
等
に

入
れ
て
い
た
だ
く
の
も
よ
さ
そ
う
で

す
。 古

代
の
道
は
遠
く
中
国
や
朝
鮮

半
島
と
つ
な
が
る
道
で
も
あ
り
、
飛

鳥
の
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
伝

来
し
、
他
の
地
へ
と
伝
播
し
て
い
った

道
、
伝
承
芸
能
な
ど
の
ル
ー
ツ
と
変

遷
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
道
で
も

第
十
六
号 
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二 
 

「燈花会⼦ども能舞台」平成 27 年 8 ⽉ 11 ⽇ 於奈良春⽇野国際フォーラム甍
甍

あ
る
は
ず
で
す
。
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
飛
鳥
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

「
日
本
国
創
生
の
と
き
～
飛
鳥
を

翔
（
か
け
）
た
女
性
た
ち
～
」
で
し

た
。
中
で
も
、
吉
野
へ
の
行
幸
を
重

ね
ら
れ
た
持
統
天
皇
や
斉
明
天
皇

に
見
倣
い
、
飛
鳥
～
芋
（
妹
）
峠
～

吉
野
ま
で
の
コ
ー
ス
を
歩
き
（翔
け
）

抜
い
た
女
性
の
方
々
に
は
、
「完
走
」

記
念
の
手
向
け
と
し
て
、
「
乾
燥

（
干
し
）
イ
モ
」
を
贈
呈
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。 

駄
（
洒
落
）
文
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
伝
承
芸
能
保
存
会
の
皆

様
の
今
後
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

八
雲
琴 

平
成
二
十
七
年
度
聖
徳
中
学
校

総
合
学
習
・
明
日
香
学
で
八
雲
琴

を
勉
強
し
た
、
三
年
生
五
名
の
感

想
文
で
す
。
（
昨
年
十
二
月
提
出

さ
れ
た
分
） 

河

本

優

希 

森

口

桜

子 

守

安

明

日

香 

和
所

優

奈 

上

西

美

穂 

拝
啓 

早
い
も
の
で
師
走
に
入
り
、
今
年

も
締
め
く
く
り
の
時
が
や
って
き
ま

し
た
。 

私
達
五
人
は
、
先
生
方
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
な
か
な
か
上
達
し
な

か
っ
た
最
初
の
頃
に
比
べ
る
と
、
見

違
え
る
ほ
ど
上
手
に
弾
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

特
に
楽
し
く
弾
く
こ
と
が
出
来

た
曲
は
「
天
の
数
歌
」
と
「
飛
鳥
川
」

と
「菅
掻
六
段
曲
」で
す
。 

「
天
の
数
歌
」
で
は
、
ど
ん
ど
ん
速

く
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
を
、
皆
で

合
わ
せ
る
の
が
難
し
く
て
、
少
し
戸

惑
う
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
が
、

最
後
の
あ
た
り
で
は
、
皆
と
き
れ
い

に
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
飛
鳥
川
」
で
は
、
数
歌
と
同
じ

く
テ
ン
ポ
の
速
い
部
分
が
あ
り
、
し

か
も
ゆ
っく
り
と
出
来
た
時
の
楽
し

さ
は
、
も
っと
大
き
か
った
で
す
。 

最
後
の
「
菅
掻
六
段
曲
」
は
一
番

最
初
に
教
わ
っ
た
曲
で
し
た
。
歌
も

な
く
て
覚
え
や
す
か
った
で
す
。 

二
年
間
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
た

く
さ
ん
の
事
を
学
べ
ま
し
た
。
明
日

香
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
八
雲
琴
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
良

か
った
と
思
って
い
ま
す
。 

私
達
の
中
に
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
も 

先
生
方
に
教
え
て
い
た
だ
く
人

も
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
校
へ
行
って

も
明
日
香
に
伝
わ
る
八
雲
琴
の
伝

統
を
紹
介
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

二
年
間
ご
指
導
下
さ
り
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。      

   
  

 

敬
具 

八
雲
琴
と
と
も
に 

野
村
昌
代 

八
雲
琴
を
習
っ
て
い
る
明
日
香
小

学
校
の
児
童
か
ら
、
中
央
公
民
館

で
の
八
雲
教
室
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
稽
古
を
始
め
て
か
ら
早
や
四
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す 

「さ
く
ら 

さ
く
ら
」 

「月
花
・月
の
眺
め
」 

「菅
掻
六
段
曲
」 

「奈
良
の
都
」
「明
日
香
風
」 

「飛
鳥
川
」「神
依
板
」 

「須
賀
の
曲
」
「天
の
数
歌
」 

「千
歳
」
「春
の
調
」
「龍
女
」 

「平
城
山
」「炎
の
踊
り
」 

「
春
の
光
」
「
初
音
曲
」
「
相
生
曲
」

「
雪
月
花
」
な
ど
の
曲
を
脇
田
先 

 
 

生
、
浦
谷
先
生
、
西
川
先
生
か
ら

教
え
て
い
た
だ
き
、
二
絃
の
糸
か
ら

紡
ぎ
出
さ
れ
る
音
色
の
深
み
と
拡

が
り
を
味
わ
い
演
奏
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
昨
年
か
ら
自
分
の
稽
古

だ
け
で
な
く
、
後
継
者
育
成
を
目

的
と
し
て
児
童
や
生
徒
へ
の
指
導
に

携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
気
持
ち
を
引

き
締
め
八
雲
琴
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

昨
年
、
児
童
・
生
徒
が
活
躍
し
た

二
つ
の
演
奏
会
を
紹
介
し
ま
す
。 
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ま
ず
一
つ
目
は
、
八
月
十
一
日
に

行
わ
れ
た
奈
良
春
日
野
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
甍
で
の
「
燈
花
会
子
ど

も
能
舞
台
」に
つ
い
て
で
す
。 

控
室
や
舞
台
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を

終
え
い
よ
い
よ
本
番
。
杉
藤
さ
ん
と

私
が
初
体
験
で
担
当
し
た
揚
げ
幕

を
く
ぐ
り
、
三
の
松
、
二
の
松
、
一

の
松
を
右
手
に
橋
懸
か
り
を
通
り

ピ
ン
と
張
り
詰
め
た
空
気
の
能
舞

台
へ
子
ど
も
た
ち
の
入
場
。
「
菅
掻

六
段
曲
」
「
飛
鳥
川
」
を
演
奏
。
リ

ハ
ー
サ
ル
で
は
合
い
に
く
か
った
本
手

と
替
手
の
音
も
ピ
ッ
タ
リ
合
い
、
素

晴
ら
し
い
演
奏
。
小
学
校
二
年
生

か
ら
中
学
校
三
年
生
の
十
四
人
の

演
奏
は
、
表
現
力
豊
か
に
会
場
に

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。 

稀
に
し
か
経
験
で
き
な
い
能
の
檜

舞
台
で
の
演
奏
を
終
え
た
子
ど
も

た
ち
の
顔
に
は
八
雲
琴
を
通
し
て

自
己
表
現
を
達
成
し
た
喜
び
に
満

ち
た
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

次
は
、
十
月
二
十
九
日
に
行
わ

れ
た
聖
徳
中
学
校
文
化
祭
に
つ
い

て
で
す
。 

中
学
校
の
「
明
日
香
学
」
で
は
、

三
年
生
五
人
、
二
年
生
三
人
が
年

間
四
十
二
時
間
、
八
雲
琴
を
中
央

公
民
館
で
学
び
、
そ
の
ま
と
め
と
し

て
、
文
化
祭
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
授
業
と
し
て
の
練
習

だ
け
で
な
く
、
土
曜
日
の
練
習
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
技
能
も
上

達
し
て
い
ま
す
。 

練
習
の
積
み
重
ね
の
成
果
が
あ

り
、
「
飛
鳥
川
」
で
は
、
強
弱
を
つ
け

た
表
現
に
よ
り
明
日
香
川
の
水
音

や
河
鹿
の
鳴
き
声
を
思
い
描
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
落
ち
着

い
た
堂
々
と
し
た
演
奏
を
聴
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
へ
の
指
導
を
通
し
て
、
八

雲
琴
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、

難
し
さ
、
喜
び
、
楽
し
さ
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
技
能
を

磨
い
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
古
代
万
葉
の
心
と

し
て
八
雲
琴
の
音
色
を
表
現
で
き

る
よ
う
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。 
 覚

え
の
早
い
子
ど
も 

た
ち
に
感
動 

 
 
 
 
 
 
 

 

中
島
信
江 

私
た
ち
は
毎
週
八
雲
琴
を
練
習

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
様
子
を
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

八
雲
琴
は
二
絃
琴
で
、
飛
鳥
寺

の
故
山
本
震
琴
先
生
が
守
って
こ
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
、
明

日
香
の
響
保
存
会
と
し
て
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。 

練
習
は
毎
週
土
曜
日
、
明
日
香

村
中
央
公
民
館
で
行
って
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
は
九
時
か
ら
十
時

ま
で
練
習
し
ま
す
。
小
学
二
年
生

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
、
十
六
人

が
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

琴
を
弾
く
と
き
は
爪
と
転
管
と
い

う
も
の
を
指
に
つ
け
る
の
で
す
が
、

そ
れ
を
指
に
つ
け
る
と
、
く
る
く
る

回
っ
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
小
さ
い
子
も

練
習
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

覚
え
る
の
が
早
く
、
集
中
力
も
あ

り
、
次
々
に
新
し
い
曲
を
練
習
し 



明日香村伝承芸能保存会 第１６号（平成２８年５月） 

四 
 

 

て
い
き
ま
す
。
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
て
、
本
手
（
主
旋
律
） 

と
替
手

（
副
旋
律
）
を
上
手
に
弾
き
こ
な
し
、

深
み
の
あ
る
演
奏
を
聞
か
せ
て
く

れ
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
歌
声
も

明
る
く
伸
び
や
か
で
、
琴
の
演
奏
に

華
や
か
さ
が
加
わ
り
、
美
し
い
演

奏
を
上
手
に
弾
き
こ
な
し
て
く
れ

ま
す
。 

大
人
は
十
時
三
十
分
か
ら
十
一

時
三
十
分
ま
で
七
人
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
先
生
方
に
演
奏
の
仕
方

を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
練
習

し
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
八
雲
琴
の

歴
史
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
時

に
は
日
常
生
活
の
お
も
し
ろ
い
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

楽
し
く
練
習
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。 八

雲
琴
の
発
表
の
場
と
し
ま
し
て

は
、
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
は
（
七

月
と
八
月
休
み
）
毎
月
第
三
土
曜

日
の
午
後
に
万
葉
文
化
館
で
定
例

公
演
を
さ
せ
て
も
ら
った
り
、
依
頼

が
あ
れ
ば
訪
問
演
奏
を
し
て
い
ま

す
。 初

心
者
の
方
も
個
別
に
練
習
で

き
ま
す
の
で
、
八
雲
琴
を
始
め
て
み

よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
、
中
央
公

民
館
を
是
非
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

万
葉
朗
唱 

古
事
記
朗
唱
大
会 

に
出
演
し
て 

河
合
幸
子 

奈
良
県
主
催
の
第
三
回
古
事
記

朗
唱
大
会
が
、
平
成
二
十
八
年
一

月
二
十
三
日
（
土
）
奈
良
春
日
野
国

際
フ
オ
ー
ラ
ム
甍
～I.RA

.K
A

～
能
楽

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

明
日
香
万
葉
朗
唱
か
ら
八
名
が

出
演
し
ま
し
た
。
今
年
は
申
し
込
ま

れ
た
方
が
多
く
て
、
抽
選
で
当
た
り
、

幸
い
参
加
で
き
ま
し
た
。 

ま
ず
最
初
は
奈
良
県
知
事
の
朗
唱

か
ら
始
ま
り
、
県
内
の
市
町
村
長
の

皆
様
の
発
表
、
十
五
番
目
に
私
達
の

明
日
香
村
長
が
朗
唱
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ー
ン
と
静
か
な
ホ
ー
ル
の
隅
々
ま

で
声
が
、
響
き
渡
り
ま
し
た
。
「
朗
唱

箇
所
・
下
巻
・
即
位
と
氏
姓
の
正
定
」

は
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
朗
唱
で
し

た
。 十

七
番
目
に
は
、
犬
養
記
念
館
長

の
岡
本
三
千
代
先
生
「
朗
唱
箇
所
・

中
巻
・
酒
楽
の
歌
」
で
す
。
初
め
に
音

楽
が
流
れ
、
歌
に
入
り
、
二
分
の
持

ち
時
間
を
有
効
に
使
わ
れ
て
い
て
、

演
出
の
大
切
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。 参

加
者
朗
唱
の
八
番
目
は
、
私
達

の
明
日
香
万
葉
朗
唱
の
出
番
で
す
。

「
朗
唱
箇
所
・
上
巻
」
短
歌
ば
か
り
五

首
を
引
き
出
し
、
犬
養
節
で
歌
い
ま

し
た
。 

司
会
者
の
方
か
ら 

「
気
持

ち
良
く
犬
養
節
で
、
歌
わ
れ
て
い
ま

し
た
ね
」
と
言
わ
れ
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。 

「こども達と和のつどい」 平成⼆⼗⼋年⼀⽉⼗七⽇ 於︓イオンモール橿原
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明
日
香
村
伝
承
芸
能
保
存
会 

明
日
香
万
葉
朗
唱
講
座 

講
師 

岡
本
三
千
代
先
生 

万
葉
う
た
が
た
り
主
宰 

犬
養
万
葉
記
念
館
々
長 

 

月
一
回
開
催
・年
間
十
一
回 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月
は
休
講 

場
所 

明
日
香
村
中
央
公
民
館 

 
 

 
 

二
階
研
修
室
① 

日
時 

毎
月
・第
四
木
曜 

 
 

午
後
一
時
～
二
時
三
十
分 

会
費 

当
日
会
費
五
百
円 

（年
会
費
・三
千
円
） 

当
日
の
万
葉
歌
を
犬
養
節
朗
唱 

年
一
回 

県
外
研
修
旅
行
実
施 

「古事記朗唱」奈良春⽇野国際フオーラム 甍〜I.RA.KA〜
於︓能楽ホール 平成 28 年 1 ⽉ 23 ⽇ 

古
事
記
朗
唱
は
、
「な
ら
記
紀
万 

葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
協
力
し
て
い
る
ほ

ん
の
一
部
分
で
す
。
私
達
に
一
番
大

切
な
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
有
っ
て

も
、
途
切
れ
る
こ
と
無
く
、
明
日
香

万
葉
朗
唱
を
保
存
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

そ
れ
が
私
達
の
努
め
と
思
っ
て
い
ま

す
。 三

月
の
万
葉
朗
唱
講
座
に
は
、
二

十
四
名
が
受
講
し
て
頂
き
ま
し
た

が
、
定
例
公
演
で
歌
う
と
な
る
と
後

に
引
い
て
し
ま
わ
れ
ま
す
。 

万
葉
朗
唱
は
万
葉
集
を
声
に
出

し
て
歌
う
事
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。 県

立
万
葉
文
化
館
で
の
定
例
公

演
で
も
、
現
在
は
平
均
年
齢
七
十

九
歳
で
、
老
体
に
む
ち
う
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。 

若
い
方

1

歩
踏
み
出
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
。 

い
つ
の
日
か
若
い
歌
声
を
聞
け
る
よ

う
に
と
願
って
い
ま
す
。 

た
ま
ゆ
ら 

明
日
香
村
文
化
協
会
々
誌
（
創
立
二
十

周
年
記
念
号
）
一
九
九
八
年
よ
り
脇
本

氏
（
明
日
香
村
文
化
協
会
名
誉
会
員
）

の
承
諾
を
得
て
、
掲
載
致
し
ま
す
。 

「
明
日
香
で
萬
葉
の
歌
を
朗

唱
す
る
集
い
」を
開
催
し
て 

脇
本
澄
子 

梅
の
花
咲
き
極
む
三
月
十
四
日
春

の
気
配
の
漂
う
こ
こ
石
舞
台
公
園
に

於
い
て
、
公
園
緑
地
管
理
財
団
の
夢
プ

ラ
ン
’
９７
の
事
業
に
参
画
さ
せ
て
頂
く
。 

文
化
協
会
は
立
ち
上
が
っ
た
。
「
明

日
香
で
万
葉
の
歌
を
朗
唱
す
る
集
い
」
。

初
め
て
の
試
み
の
事
。
故
に
、
い
さ
さ
か

の
不
安
が
あ
る
。
し
か
し
会
長
始
め
浦

谷
太
郎
氏
の
御
指
導
よ
ろ
し
く
歩
み

始
め
た
。
日
々
萬
葉
朗
唱
に
励
む
。
平

成
十
年
の
新
年
の
互
禮
会
に
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
未
完
成
で
は
あ
る

が
、
各
人
の
熱
意
が
表
現
さ
れ
、
こ
れ

な
ら
出
来
る
と
確
信
を
持
つ
。
有
明
の

月
が
大
き
く
赤
々
と
西
の
空
に
あ
る
。

東
の
空
は
紫
色
に
暗
く
、
徐
々
に
茜

色
に
広
が
っ
て
行
く
。
広
場
で
の
行
事

ゆ
え
、
天
候
が
一
番
心
配
で
あ
っ
た
。

「
大
丈
夫
、
今
日
は
天
気
だ
！
」
胸
躍

動
す
る
。
公
園
の
中
心
部
に
舞
台
が

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
定
刻
十
時
。
開

会
の
幕
が
上
が
っ
た
。
村
長
様
始
め
各

種
御
来
賓
の
方
々
が
多
数
ご
来
席
く

だ
さ
れ
思
わ
ぬ
盛
大
さ
で
あ
る
。 

天
に
お
は
し
ま
す
神
々
様
よ
、
地
に

眠
ら
れ
て
お
は
す
ご
先
祖
様
。
只
今

よ
り
明
日
香
を
守
っ
て
お
り
ま
す

我
々
が
、
貴
人
様
方
の
お
作
り
遊
ば

し
た
御
歌
を
声
高
ら
か
に
朗
唱
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
く
、
お
聞
き

下
さ
い
ま
せ
。
古
代
衣
装
を
身
に
つ
け

し
現
代
万
葉
人
は
堂
々
と
舞
台
に

立
っ
た
。
声
あ
る
限
り
天
に
と
ど
け
と

朗
唱
す
る
。
琴
あ
り
。
踊
り
あ
り
。

コ
ー
ラ
ス
あ
り
。
詩
吟
あ
り
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
南
無
天
踊
り
で
太
鼓

の
音
公
園
の
す
み
ず
み
ま
で
に
響
き
渡

る
。
特
別
出
演
と
し
て
岡
本
三
千
代

さ
ん
の
萬
葉
歌
が
た
り
で
、
会
に
一
段

と
花
を
添
え
て
下
さ
っ
た
。
飛
び
入
り

コ
ー
ナ
ー
に
も
多
数
出
演
し
て
下
さ

れ
、
会
は
い
や
が
上
に
も
盛
り
上
が
っ

て
行
く
。
早
朝
よ
り
会
員
手
作
り
の

山
菜
お
に
ぎ
り
に
、
明
日
香
の
味
を

賞
味
し
て
頂
く
。 

道
行
く
観
光
客
も
足
を
と
ど
め
し

ば
し
見
物
し
て
下
さ
る
。
春
の
空
は
う

ら
ら
か
に
晴
れ
、
南
渕
山
よ
り
吹
く

風
も
さ
わ
や
か
に
し
て
、
明
日
香
川
は

清
く
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
て
い
る
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 

後
略 
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南
無
天
踊
り 

奈
良
県
立
高
取
国
際
高
等
学
校 

第
五
回 

「伝
承
芸
能
鑑
賞
会
」 

明
日
香
村
伝
承
芸
能
保
存
会
々
長 

 
 

 
 

岡

崎

義
男 

明
日
香
村
伝
承
芸
能
保
存
会
は

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
「
芸
能
鑑

賞
会
」と
銘
打
って
、
「八
雲
琴
」「南

無
天
踊
り
」
の
二
団
体
が
公
演
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

高
取
高
校
の
生
徒
さ
ん
は
本
当

に
落
ち
着
い
て
良
く
鑑
賞
し
て
下

さ
る
の
で
、
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
一
学
年
全
員
が
集
え
る
舞

台
付
き
ホ
ー
ル
が
、
整
っ
た
環
境
で

す
。
昨
年
度
か
ら
伝
承
芸
能
を
、

よ
り
身
近
に
感
じ
て
頂
く
た
め
に

楽
器
の
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
一
日

に
実
施
致
し
ま
し
た
「
八
雲
琴
」
と

「
南
無
天
踊
り
」
の
生
徒
さ
ん
の
鑑

賞
終
了
後
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し

ま
す
。 

 

生
徒
代
表
者
レ
ポ
ー
ト 

今
日
、
明
日
香
に
伝
わ
る
伝
承

芸
能
を
見
て
、
昔
は
こ
う
い
う
ふ
う

に
踊
っ
て
い
た
り
、
演
奏
し
て
い
た

り
し
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
琴
で

演
奏
さ
れ
た
の
が
、
万
葉
集
の
曲
だ

と
紹
介
さ
れ
た
時
、
約
十
四
世
紀

前
の
曲
が
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
再
現
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
と
て
も
興

味
が
わ
き
ま
し
た
。 

八
雲
琴
の
音
色
は
き
れ
い
で
国

際
ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
、
長
い
演
奏
な
の
に
、

最
後
ま
で
弾
き
き
る
の
は
大
変
だ

と
お
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
弾
き
き

る
方
々
の
努
力
も
伝
わ
って
来
ま
し

た
。 南

無
天
踊
り
は
衣
装
が
印
象
的

で
し
た
。
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
人

の
髪
も
白
色
に
な
っ
た
り
黒
色
に

な
った
り
、
飛
鳥
時
代
に
も
同
じ
格

好
の
人
が
い
た
の
か
な
あ
と
思
い
興

味
深
か
った
で
す
。
西
暦
六
四
二
年

異
常
気
象
で
何
日
も
ひ
で
り
が
続

き
、
人
々
が
苦
し
ん
だ
か
ら
、

人
々
は
雨
を
求
め
て
、
歌
っ
て
い
る

こ
と
が
、
私
た
ち
で
も
わ
か
り
ま
し

た
。
縄
で
作
ら
れ
た
竜
が
登
場
し

た
り
、
太
鼓
を

た
た
い
た
り
、
今

と
同
じ
よ
う
に
、

昔
も
こ
の
よ
う
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

し
て
い
た
ん
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
こ

の
踊
り
も
再
現

す
る
の
は
と
て
も

難
し
か
っ
た
と
思

う
し
、
た
く
さ
ん

の
方
々
の
努
力
が

必
要
だ
と
い
う
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、

楽
器
体
験
の
前

の
、
笛
の
説
明
を

し
て
下
さ
っ
た
方

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

社
会
で
日
本
の
伝
統
芸
能
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
笛
は
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
お
け
る
大
き
さ

で
海
外
の
人
も
興
味
を
も
って
く
れ

る
だ
ろ
う
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、

そ
の
通
り
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
、

留
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

リ
ー
ス
君
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
ク

ス
さ
ん
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
様
子

な
の
で
、
こ
う
い
っ
た
日
本
に
受
け

継
が
れ
た
も
の
を
利
用
し
て
、
海

外
と
つ
な
が
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。 

今
日
は
代
表
で
挨
拶
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
緊
張
し
て
上
手

に
話
せ
ず
い
た
の
を
、
私
も
笑
み
が

こ
ぼ
れ
る
く
ら
い
、
笑
顔
で
お
礼
の

挨
拶
を
聞
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
地

域
の
人
た
ち
は
優
し
い
方
た
ち
ば

か
り
だ
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た

い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 
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私
に
と
って
の 

南
無
天
踊
り 

辻
本
桂
子 

今
か
ら
三
十
年
く
ら
い
前
の
事

で
す
。
ず
い
ぶ
ん
前
の
事
な
の
で
、

記
憶
が
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
度
途
絶
え
て
い
た
南
無
天
踊
り

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
発
起
人
の

方
を
中
心
に
、
踊
り
の
先
生
や
歌

の
先
生
、
笛
や
太
鼓
の
先
生
、 

大
字
の
長
老
の
方
々
な
ど
、
様
々

な
方
の
手
に
よ
っ
て
復
活
さ
せ
、
新

舞
踊
や
婦
人
会
本
部
の
方
々
が
実

際
に
踊
っ
て
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
大
字
の
婦
人
会
に
要

請
が
あ
り
、
全
員
で
踊
り
を
習
う

こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
私
に
と
っ
て
の

南
無
天
踊
り
の
始
ま
り
で
す
。 

大
字
の
集
会
所
で
、
ま
ず
雨
乞
い

の
歴
史
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皇
極
天
皇
が
重
祚
し
て
斉
明
天
皇

と
な
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
今
の
時
代
で

は
雨
水
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
無
く
、

水
路
か
ら
田
に
水
を
入
れ
て
い
る
の

で
、
旱
魃
で
米
が
実
ら
な
い
と
い
う

話
は
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

昔
は
少
し
米
の
出
来
が
悪
い
ど
こ
ろ

か
、
ま
った
く
実
ら
な
い
事
が
あ
った

と
聞
き
、
当
時
の
人
々
の
雨
乞
い
に

か
け
る
思
い
の
強
さ
が
推
し
量
ら

れ
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
踊
り
の
練
習
が
始
ま
っ

た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
長
く
て
難
し

い
！ 

今
は
、
テ
ン
ポ
も
ア
ッ
プ
し
て

二
十
分
く
ら
い
で
終
わ
ら
せ
て
い
ま

す
が
、
当
時
は
通
し
で
四
十
五
分

か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
第
一
部
は
映

像
と
音
楽
で
、
第
二
部
が
雨
を
願

う
農
民
の
踊
り
、
第
三
部
の
祈
り

と
喜
び
の
踊
り
、
第
四
部
の
雨
乞
い

と
喜
び
の
踊
り
、
第
五
部
で
は
、
感

謝
か
ら
の
歓
喜
の
踊
り
で
、
最
後
は

全
員
の
踊
り
で
喜
び
を
表
し
て
終

わ
る
と
い
う
、
一
連
の
流
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
少
し
ず
つ
切
り
分
け
て
、

順
番
に
練
習
を
し
、
一
通
り
習
い

終
え
て
、
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
た

の
も
束
の
間
、
細
部
ま
で
指
摘
を
い

た
だ
い
て
の
部
分
修

正
が
始
ま
り
ま
し
た
。

手
の
上
げ
下
げ
や
足

の
動
き
な
ど
、
本
当

に
一
挙
手
一
投
足

に
ま
で
気
を
回
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
や
っと
完
成

と
言
え
る
よ
う
に

な
っ
て
、
す
ぐ
に
奈

良
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博

に
出
演
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
練
習
に
も

熱
が
入
り
、
い
よ
い

よ
本
番
間
近
と
な
っ

た
と
き
で
す
。
初
期

か
ら
踊
り
を
さ
さ
え

て
く
れ
て
い
た
方
が

大
怪
我
を
さ
れ
、
出

演
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
急
遽
そ
の
方
の

パ
ー
ト
を
私
が
す
る
事
に
な
り
一

回
の
練
習
で
本
番
に
挑
み
ま
し
た

が
、
や
は
り
足
元
が
う
ま
く
動
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
年
、
東
京
ド
ー

ム
の
イ
ベ
ン
ト
に
奈
良
県
代
表
と
し

て
出
演
し
、
一
九
九
〇
年
の
夏
、

花
博
に
も
出
演
が
決
ま
り
、
炎
天

下
で
の
披
露
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
、
奈
良
文
化
会
館
・
橿

原
文
化
会
館
・
高
田
の
さ
ざ
ん
か

ホ
ー
ル
な
ど
、
最
近
で
は
東
京
国
立

博
物
館
で
も
披
露
し
ま
し
た
。
村

内
で
は
石
舞
台
や
棚
田
、
明
日
香

村
中
央
公
民
館
な
ど
、
あ
り
が
た

い
こ
と
に
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
お
声

を
頂
戴
し
、
様
々
な
場
所
で
披
露

す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
万
葉
文
化
館
で
は
春

と
秋
に
定
例
公
演
で
披
露
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
だ
け
長
き
に
渡
っ
て

踊
って
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
「
完

璧
で
し
た
」
と
胸
を
張
れ
る
こ
と
は

無
く
、
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
練

習
に
励
み
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
の

努
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
パ
ー

ト
に
つ
い
て
も
踊
れ
る
様
に
、
ど
の

楽
器
や
笛
で
も
大
丈
夫
と
言
え
る

よ
う
に
、
全
員
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 



明日香村伝承芸能保存会 第１６号（平成２８年５月） 

八 
 

施設でのクリスマス会 平成 27 年 12 ⽉ 7 ⽇

随
想 

横
笛
で
人
生 

「ル
ネ
サ
ン
ス
」 

岡
﨑
義
男 

私
の
初
舞
台
は
、
大
和
高
田
市
の

「
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
」
で
す
。
横
笛
の

特
訓
に
特
訓
を
重
ね
や
っ
と
の
思
い

で
合
格
し
て
の
出
場
で
し
た
。 

横
笛
は
繊
細
な
楽
器
で
、
お
腹

が
い
っ
ぱ
い
の
時
は
う
ま
く
鳴
り
ま

せ
ん
。
す
か
し
加
減
の
方
が
良
い
の

で
す
。
昼
食
に
、
巻
き
寿
司
二
本

な
ん
か
配
ら
れ
た
時
に
は
、
食
べ
る

か
食
べ
る
ま
い
か
、
心
の
葛
藤
は
大

変
な
も
の
で
す
。 

笛
が
上
手
に
な
り
た
い
一
心
で
、

「
井
上
真
実
」
篠
笛
教
室
に
入
り
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
び
っ
く

り
仰
天
、
し
か
も
、
段
違
い
に
上
手

で
す
。
耐
え
て
耐
え
て
通
っ
て
い
ま

す
が
、
つ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
。
教
室
で

は
、
笛
を
持
っ
て
の
遠
足
。
ホ
ー
ル

を
借
り
切
っ
て
の
発
表
会
、
先
生
の

コ
ン
サ
ー
ト
等
、
人
と
の
輪
が
広
が

り
ま
す
。
今
、
南
無
天
踊
り
の
四

人
で
「
グ
ル
ー
プ
神
奈
備
」
を
組
み
、

老
人
ホ
ー
ム
や
小
会
合
に
出
か
け

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
に
は
大
小
い
ろ
い

ろ
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。
自
分
も

近
い
将
来
お
世
話
に
な
る
の
で
、
心

を
込
め
て
演
奏
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
あ
る
ホ
ー
ム

で
「
聖
こ
の
夜
」
を
み
ん
な
で
歌
い
ま

し
た
。
中
に
英
語
で
歌
う
方
が
お

ら
れ
、
話
を
聞
き
ま
す
と
、
小
学

生
の
こ
ろ
日
曜
学
校
で
習
っ
た
の
を

今
も
覚
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。 ま

た
、
他
の
ホ
ー
ム
で
、
「
平
城
山

な

ら

や

ま

」

を
み
ん
な
で
歌
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
る

方
が
、
こ
の
歌
は
恋
愛
の
苦
し
い
こ

と
を
歌
っ
た
歌
だ
と
話
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
帰
って
調
べ
ま
す
と
、
そ
の

と
お
り
で
し
た
。
人
生
の
先
輩
達
と

会
話
を
し
て
い
ま
す
と
、
教
え
ら
れ

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

あ
る
町
の
老
人
会
の
研
修
会
に

招
か
れ
、
「
趣
味
に
生
き
る
」
と
い
う

内
容
で
、
明
日
香
村
伝
承
芸
能
を

紹
介
し
た
り
、
自
分
た
ち
の
日
頃

の
過
ご
し
方
を
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
紹

介
し
、
ま
た
ピ
ア
ノ
と
笛
の
伴
奏
で

歌
を
歌
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
と

で
、
知
り
合
い
の
方
が
、
君
ら
は
う

ち
の
町
で
は
有
名
人
や
、
一
日
に

数
回
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ

て
い
る
と
知
ら
せ
て
下
さ
い
ま
し
た

も
う
少
し
事
前
の
準
備
を
充
分
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
ま
し

た
が
後
の
祭
り
で
す
。 

昨
年
の
夏
、
名
古
屋
市
栄
町
に

あ
る
「
宗
次

む
ね
つ
ぐ

ホ
ー
ル
」
で
「
古
と
今
を

結
ぶ
」
花
鳥
風
月
コ
ン
サ
ー
ト
に
招

待
を
う
け
出
演
し
ま
し
た
。 

箏
・鼓
・篠
笛
の
和
の
音
色
の
な
か

で
、
飛
鳥
路
の
昔
話
「
亀
石
」
や
芥

川
龍
之
介
作
「
犬
と
笛
」
が
影
絵
を

使
っ
て
幻
想
的
に
表
現
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
方
の
様

子
を
間
近
で
見
て
、
芸
の
厳
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。 

今
後
、
人
生
は
ど
の
よ
う
に
進
む

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
、
「
再
生
」
を
く

り
返
し
な
が
ら
す
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

飛
鳥
蹴
鞠 

活
動
報
告 

服
部
光
晴 

◇
平
成
２７
年 

４
月
４
日  

鞠
の
日 

（石
舞
台
芝
生
広
場
） 

26
日  

れ
ん
げ
祭
り
（飛
鳥
寺
） 

 
 

 
   

奉
納
蹴
鞠
・体
験
蹴
鞠 

５
月
３
日  

里
山
遊
び
広
場
・春 

         

石
舞
台
芝
生
広
場 

７
月
２３
日 

蹴
鞠
研
修
会 

「
鞠
作
り
」 

１０
月
３
日 

里
山
遊
び
広
場
・秋 

石
舞
台
芝
生
広
場 

◇
平
成
28
年 

３
月
２１
日 

飛
鳥
蹴
鞠
体
験 

石
舞
台
芝
生
広
場 

「
伝
承
あ
す
か
」
第
十
六
号 

発
行 

二
十
八
年
五
月 

明
日
香
村
伝
承
芸
能
保
存
会 

会
長 

岡
崎
義
男 

題
字 

「伝
承
あ
す
か
」勝
川
喜
昭
書 

編
集 

明
日
香
村
伝
承
芸
能
保
存
会 


